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三杦･池山･清田

広島マップ

倉敷代官所江戸馬喰町御用屋敷

　　　　　

手代をとりまく人々

代官 代官

手代 手代

福田又右衛門、本城弥三郎、西山又次郎

佐々井半十郎 桜井久之助

逸見小十郎、岡地謙一郎、嶋野俊蔵
直江喜平治、陸源左衛門、矢嶋荘之助

「御賄方」引受け

[ 中島本町 ][ 中町 ]
[ 白神社 1丁目 ]

入用物の調達･掛り惣代の詰所

問題発生時の相談役

手付

大坂代官所

詰合惣代

用達 ( 郷宿 )

代官

事案の対応指示、入用金送付

内海多次郎（鈴）　　　       斎藤六蔵（谷）

杉浦武助、小原忠五郎、垂井鉄五郎（鈴）
内山鷲郎、高橋徹之進、田中第五郎（谷）

間 市右衛門      （海老江村庄屋･西成郡）
佐々木才三郎   （中喜連村庄屋･住吉郡）
勝 重次郎          （野里村庄屋･西成郡）
赤沢哲三郎       （舳松村庄屋･大鳥郡）

[ 大坂鈴木町･谷町 ]

浜屋卯蔵、長田清七（鈴 )

江戸勘定所

勘定吟味役

普請役

勘定役

勘定奉行
井上義斐（備後守）

後藤太兵衛、森次郎七、馬場五郎

小野友五郎

中島利右衛門、田中彦八、林又七郎

石川義助、廣瀬文蔵 他、約 25 人

「広島町々道しるべ略図」（広島市立図書館蔵、デジタルアーカイブ）

　　　部隊宿泊先一覧

宿泊先 宿泊者

①圓隆寺
②誓立寺
③等覚寺
④西蓮寺
⑤廣寂寺
⑥金龍寺
⑦正順寺
⑧禅林寺
⑨源勝寺
⑩海雲寺
⑪本照寺
⑫延命院
⑬聖光寺
⑭般舟寺
⑮戒善寺
⑯妙慶院

夫人足
夫人足
夫人足
夫人足
夫人足･玉薬方
大砲組
大砲組
大砲組
大砲組
持小筒組
持小筒組
持小筒組
持小筒組
歩兵組
騎兵組
騎兵組

※慶応 2年 2 月 10 日から①は平塚へ宿替え
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表 1

[ 秋田儀右衛門 ( 旅館 )][ 三国屋善兵衛 ( 旅館 )]

陸軍関係者

歩兵奉行

久世広道 ( 下野守 )
[ 新川場町　正清院 ]

[ 桑原儀三郎 ( 旅館 )]

[ 塩屋町専勝寺 ]

勘定組頭

河野通　( 伊予守 )
[ 東引御堂町 ]

大熊良達

渡辺力三郎

旗役

陸軍付調役組頭
山本兼四郎

歩兵隊付医師

増田耕平

時計回りに、⑨③/⑮⑯/[ 正清院 ]⑩⑪⑫⑬⑥⑧

②

⑭

①

⑤

④
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追
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広島までの道中

＝宿場町 ( 白は昼食、黒は宿泊） ＝街道沿いの村 ( 昼食）
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憩
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★Memo★

★Memo★

人
足
た
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が
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こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル

史 5

※　他に、「上様」より餞別金 200疋･代官より同 5両
※※年末に臨時ボーナス（金 2朱と半月分の銭子）、

精勤者に報奨金

滞在中の生活費（2ヶ月分）

菜代※※

郡中よりの

人　足 宰　領 手　代手　当

支度金
（下段 :餞別）

幕府より

金3.12両

金7両

金4.32両 金10両

金21両

金10両※

金15両

銭100文 銭200文
1日 1日

（うち住吉郡1）

表 2

日記にみる人足たち

史 3

表

裏
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〇
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〇
〇
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金3両程 金3両程

（＋3） （＋5）
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廿
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右
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付
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廿
弐
人
持

　
此
人
足
　
合
六
拾
七
人

御
小
家
長
持
目
方
改

り
　
印

ぬ
　
印

御
小
家

史 4

出
発
当
日
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□
背
負
く
わ
ん
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鐶
付
き
の
背
負
い
箱


